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まち・小平　鈴１天４コミュニティ
コミュニティリーダー 平野久美子さん 

生活クラブ東京では、人のつながりを大切に地域の再生に取り組むことに力を入れてきました。小さな単位の
人のつながり＝「コミュニティ」をさまざまな思い・きっかけから立ち上げた方々の活動の様子を紹介します｡

米こうじからつくる
こだわりのパン粉

◀
今年の緊急支援
物資受取訓練

あなたもコミュニティに参加しませんか？

◀地域センターに集まり、持っているだけになっている
　防災グッズをみんなで試しました

まち八王子南　松木コミュニティ
コミュニティリーダー
前田佳子さん・鈴木昌代さん 

居場所をつくりたい
6 年前まち委員長だった時に理事のすすめで立ち上げました。
昨年開催されたまちの縁がわフォーラムに、コミュニティメン
バーのひとりが参加しており、自分の地域でも居場所を作りた
いと手をあげてくれました。せっかくなので、コミュニティで
何かやれないかと話し合い、今年 3月から町内会館を借りて、
定期的に地域の居場所を開催してみることにしました。

身近な場所で、
楽しく無理なくできるつながり
メンバーとの会話の中から次に何をするか決めています。ヘナ染
めがうまくできないという話から集まってヘナ染めをしたり、春
は公園に花見に出かけたり、日程が合わない時はお休みにした
り、無理のない範囲でゆるりと活動しています。7月に近くの
南大沢 3丁目で新規コミュニティが立ち上がってからは、合同
で開催しています。
居場所は興味がある方ならどなたでも大歓迎です。日程はまち
広報紙に掲載しています。

▶
ヘナ染めの様子

気軽に情報交換できる
のもコミュニティの

良さのひとつ

▶
富士見台公園で

お花見

徒歩圏内10 分のつながり
2019 年10月大型台風が襲来した時のことです。私も含め多く
の人が窓に養生し食料の買い出しに走る中、なんと友人は翌日
のハロウィンパーティーの準備をしていました。衝撃でした。
普段から備えることで、いざという時の安心につながることを
実感しました。でも物を備えるだけでいい？災害時は川の氾濫・
停電などは身近な情報でない
と意味がないのに、近所で助
け合える人のつながりはある
のだろうか？そんな時に徒歩
圏内10 分の地域のつながり
=コミュニティの存在を知り、
興味がわきました｡

立ち上げまで3年
ひとりでは心が折れそう、一緒にやってくれる人を見つけてから
と思い、まずは仲間探しから始めました。活動をする中で、こ
の人とならできる！と思える2人の組合員と出会い、コミュニテ
ィを作りたいと思ってから 3 年後の昨年、自分の誕生日にコミ
ュニティを立ち上げました｡

「楽しい」に人は集まる
みんなも私も「楽しい」を大切にしたくて、昨年の緊急支援物
資受取訓練は、物々交換会を同時開催しました。それぞれが持
ち寄ったものを交換する際に、人となりが見えて会話も弾み、
とてもよかったです。まずは今あるつながりを大切を育ててい
き、ゆくゆくはメンバーでエッコロたすけあい制度を使い合える
ような関係になっていけるといいなと思っています。

▲前田さん ▲鈴木さん

をめざして実験と研究を繰り返し、1983 年 11月にお米を原料とした
酵母を開発しました。その後も安定したパンづくりのため、小麦粉の配
合やパン生地の発酵時間なども含めて研究し、小麦粉本来の旨味や天
然酵母の香味を感じるパン粉づくりを行っています。

無添加にこだわり、自家製酵母からつくる特別なパン粉
（株）味輝では1973 年の創業当時から、無添加のパン作りにこだわって
きました。しかしその当時、市販の酵母はいずれも添加物が含まれて
おり、完全無添加のパン作りはほぼ不可能でした。
日本人の味覚に合う「米」を使った酵母を自家製し、パンをつくること

ご近所の組合員を見つけることからはじめてみませんか？
関心のある方は、まずはコールセンターまたはデポーにおたずねください。

ゆるく楽しく近 所でつながる


